
各法律の対象や趣旨を踏まえ、こども計画の策定において必要な施策や取り組みを

検討し、計画の骨子を作成していきます。

（１）計画策定の流れ

こども基本法
（こども：心身の発達の過程にある者）

次世代育成支援対策推進法（０歳～18歳）

子ども・子育て支援法（０歳～12歳）

こどもの状況、環境等にかかわらず、権利が守られる社会の実現

次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、
育成される環境の整備を図る

全ての子供・若者が自らの居場所を得て
成長・活躍できる社会を目指す子ども・若者育成支援推進法（０歳～39歳）

教育・保育施設の量と質の確保、地域の子育て
支援の充実

少子化社会対策基本法 結婚、妊娠、子供・子育てに温かい社会の実現

日野市の現状と課題

保育・教育サービスの適正な確保による、
教育・保育施設等の安定運営の維持

策定コンセプトの抽出と施策等

Point

02

子ども・若者等当事者の声を施策に反映する
取り組み

すべての子どもの健やかな成長を切れ目なく支援
する子ども・家庭・地域の子育て機能の充実

Point

03

Point

01

⚫ 保護者ニーズと実績に基づく保育・教育の推計

⚫ 幼児教育・保育の質の担保・向上

⚫ 学童クラブの需要への対応等

⚫ 困難を抱える子ども・若者・家庭への支援

⚫ 子ども・若者の居場所の選択肢の充実

⚫ 子ども・若者の発言・参加の機会の充実

⚫ 伴走型支援による問題の早期発見・防止

⚫ こどもなんでも相談等、相談機能の充実

⚫ 地域の子育て支援団体・機関のネットワーク強化

こども計画目次構成（案）

第１章 計画の策定にあたって

第２章 日野市の現状

第３章 計画の基本理念、基本目標
※左記のPointを踏まえた基本方針・
方向性・施策体系を記載

第４章 施策の展開
※左記の事業を具体的に記載

第５章 教育・保育の量の見込みと
確保方策

第６章 地域子ども・子育て支援事業
の量の見込みと確保方策

第７章 計画の推進に向けて

資料編

こども計画策定に係る概要
令和6年度子ども・子育て支援会議 資料2-②

子どもの貧困対策支援法
全ての子供が生まれ育った環境によって将来が
左右されないように育成及び教育の機会を保障

子どもの貧困対策については既存の
方針と計画期間のズレがあるため、
今回は統合せず並行して取り組みを
推進します。



基本理念 基本目標 方針

Ⅰ
ライフステージに応じて
切れ目なく一人ひとりを
大切にする支援

1）妊娠・出産期からの切れ目ない支援

2）子どもの権利の擁護・保障

3）心と体の健やかな成長を支える環境づくり

Ⅱ
子どもの健やかな
育ちへの支援

1）多様なニーズを受け止められる子育て支援

2）安心して子育てするための費用助成

3）健やかな成長を支える遊び・学びの
場づくり

Ⅲ
子育て・子育ちを
支えるまちづくり

1）地域で子どもの成長を支える仕組みづくり

2）安心して子育てができるまちづくり

Ⅳ
子ども・若者の
成長と自立への支援

1）困難を有する子ども・若者とその家族への
継続した支援

2）子ども・若者の社会的活動への参画の
機会の確保

アンケート調査とこども大綱を踏まえた「（仮称）日野市こども計画」の体系（案）

（２）こども計画の体系（案）

保育・教育サービスの確
保 質の担保・維持

児童館 子育てひろば
プレーパーク

各種手当
医療費助成
就学援助

ひのっち 青少年委員
育成会 ファミサポ
子ども食堂 ＮＰＯ等子
育て支援団体との協働・
活動支援

ひきこもり 不登校
ヤングケアラー
貧困対策
一人親家庭等の自立支援

子ども条例委員会
子ども条例の周知・啓発
子どもオンブズパーソン

虐待防止 発達障害のあ
る方への支援

各種相談窓口機能の充実
ファミリーアテンダント
事業（アウトリーチ）
産後ケア事業
伴走型支援

医療的ケア児・障害のあ
る子など配慮を要する子
への生活環境支援

社会体験の機会
若い世代が意見表明する
機会
オンラインプラット
フォームの活用

方針に紐づけされる施策
の一例

安全に過ごせる
公園やあそび場
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令和６年度
令和６年 令和７年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

支援会議開催 ➀ ➁ ➂ ④ ⑤ ⑥

子ども・若者への
インタビュー

パブリックコメント実施

（１）情報収集・分析等

①情報収集、分析

②方向性の検討・設定

（２）需要量の推計及び目標量の検討

①需要量の推計

②目標量の検討

（３）事業計画案の策定

①計画案の作成

（４）計画案及び概要版の作成

①計画書及び概要版の作成

計画骨子作成

計画書・概要版作成 印刷

現状把握

需要量推計

目標量の検討

素案作成

方向性の検討

●
●

会議日時 主な議題（案）

① 4月18日 体系・基本理念について

② 6月24日 施策について

③ 8月21日 量の確保について

④ 10月21日 計画の素案について

⑤ 12月19日 パブリックコメントについて

⑥ 2月20日 計画の承認について

（３）計画策定スケジュール

パブリックコメントへの対応


